
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
九
年
中
の
救
急
件
数
は
二
千
二
百 

 
 
 

九
十
六
件
で
、
前
年
に
比
べ
三
十
五
件
減
り
、

最
も
多
い
出
動
件
数
を
記
録
し
た
平
成
十
七

年
か
ら
二
年
連
続
減
少
し
ま
し
た
。 

事
故
種
別
ご
と
で
は
、
「
急
病
」
が
千
三

百
九
十
九
件
と
全
体
の
六
割
を
占
め
、
続
い

て
「
交
通
事
故
」
二
百
六
十
三
件
、
「
一
般

負
傷
」
二
百
九
十
四
件
、
そ
の
ほ
か
「
転
院
」、

「
自
損
」、「
労
災
」、「
加
害
」
な
ど
あ
わ
せ

て
三
百
四
十
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

月
別
に
み
る
と
、
八
月
が
最
多
の
二
百
九

十
八
件
、
次
い
で
一
月
の
二
百
一
件
、
三
月

の
百
九
十
九
件
、
十
一
月
の
百
九
十
七
件
と

続
き
、
最
も
少
な
か
っ
た
六
月
が
百
五
十
四

件
で
し
た
。 

ま
た
、
時
間
帯
別
で
み
る
と
、
最
も
多
い

の
が
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
の
二
百
七
十

三
件
で
、
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の

二
百
六
十
五
件
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
の
二
百
六
十
件
と
続
き
、
午
前
八
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
の
十
二
時
間
に
千
五
百
五

十
四
件
と
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。 

町
別
で
は
、
網
野
町
が
最
も
多
く
六
百
三

十
三
件
、
峰
山
町
五
百
十
七
件
、
久
美
浜
町

四
百
四
件
と
続
き
ま
す
。 

平
均
す
る
と
、
一
日
あ
た
り
の
出
動
件
数

は
六
・
二
九
件
、
一
月
あ
た
り
の
出
動
件
数

は
一
九
一
・
三
件
と
な
り
ま
す
。 

搬
送
人
員
は
、
二
千
百
七
十
五
人
で
、
前

年
に
比
べ
七
十
人
減
少
し
ま
し
た
。
峰
山
消

防
署
（
本
署
）
が
そ
の
半
数
近
く
の
九
百
四

十
七
人
を
搬
送
、
網
野
分
署
が
五
百
八
十
六

人
、
久
美
浜
分
署
四
百
人
、
竹
野
川
分
遣
所

二
百
四
十
二
人
と
続
き
ま
す
。 

年
齢
別
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
か
た
が
千
二
百
六
十
二
人
と
全
体
の
六
割

近
く
を
占
め
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
の
よ
り
一
層
の

連
携
強
化
も
含
め
た
救
急
医
療
体
制
の
充
実

を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
 

１日平均出動件数 

町別出動件数 

６.２９件 

・峰山町 
・大宮町 
・網野町 
・丹後町 
・弥栄町 
・久美浜町  
・管外 　　 

517件 
291件 
633件 
259件 
191件 
404件 
　1件　 

 

 

2,296
救急出動件数割合 

そのほか 

交通 交通 

一般負傷 一般負傷 

急病 急病 

1,399件 
61％ 

340件 
15％ 

294件 
13％ 

263件 
11％ 

2,296件 
救急出動件数 

【救急】 

件 

出
動
件
数
わ
ず
か
に
減
少 

平
成
十
九
年
中
に
指
令
室
で
取
り
扱
っ
た

災
害
な
ど
の
総
受
信
件
数
は
、
三
千
八
八
二

件
で
、
わ
ず
か
で
す
が
前
年
に
比
べ
七
五
件

増
加
し
ま
し
た
。 

火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
出
動
件
数
が
減

少
し
た
の
に
反
し
、
一
一
九
番
等
の
受
信
件

数
は
微
増
を
続
け
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
な

ど
か
ら
の
通
報
も
全
体
の
約
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
い
ち
早
い
災
害
場
所
の
特
定
が

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 3,882

【通信】 

件 

過去５年間の急病件数の割合 

（年） 

（
件
数
） 

1,079

1,903

1,224

2,066

1,465

2,375

15 17 1816 19

急病件数 

出動件数 

2,331 2,296

1,411 1,399

増
え
続
け
る
一
一
九
通
報 

麻
疹（
は
し
か
）に
つ
い
て
　 

み
な
さ
ん
、
今
回
の
一
口
メ
モ
は
春
先

に
多
い
麻
疹
（
は
し
か
）
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
麻
疹
は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

空
気
感
染
（
空
気
中
の
病
原
体
を
吸
う
こ

と
で
感
染
）・
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
（
感

染
者
の
く
し
ゃ
み
・
咳
に
よ
っ
て
感
染
）・

接
触
感
染
（
感
染
者
と
直
接
・
間
接
的
に

接
触
す
る
こ
と
で
感
染
）
と
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
経
路
が
あ
り
ま
す
。
三
八
度
程
度
の

発
熱
や
か
ぜ
症
状
で
は
じ
ま
り
、
数
日
間

発
熱
が
続
い
た
あ
と
に
一
旦
熱
が
下
が
っ
て
、

再
び
三
九
度
以
上
の
高
熱
と
と
も
に
発
疹
（
は

っ
し
ん
）
が
現
れ
ま
す
。
発
疹
は
そ
の
後

黒
ず
ん
だ
色
が
残
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
だ

い
た
い
一
か
月
く
ら
い
で
消
え
ま
す
。 

ま
た
、
発
症
中
は
、
下
痢
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
下
痢
は
、
体
内
の
水
分
が

多
く
排
出
さ
れ
る
た
め
、
特
に
乳
幼
児
の

脱
水
症
状
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

学
校
保
健
法
に
よ
り
、
熱
が
下
が
っ
て

三
日
を
経
過
す
る
ま
で
は
登
校
（
登
園
）

で
き
ま
せ
ん
。
高
熱
と
な
っ
て
体
力
を
消

耗
し
や
す
い
の
で
、
十
分
な
休
養
と
水
分
・

栄
養
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

 

救急救命士 

日下部 宣仁 

住宅用火災警報器などに関するお問い合わせは 
京丹後市消防本部予防課（℡ 62－5119）または、最寄の消防署まで。 
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください。 http ://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/kcfd/

 

水
難
事
故
が
大
幅
増
加 

平
成
十
九
年
中
の
救
助
出
動
は
四
十
五
件

で
、
前
年
に
比
べ
三
件
減
少
し
ま
し
た
が
、

遊
泳
中
に
沖
へ
流
さ
れ
る
な
ど
し
た
水
難
事

故
が
、
全
体
の
約
三
割
と
な
る
十
四
件
と
多

く
発
生
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
全
体
の
半

数
以
上
を
占
め
る
二
十
三
件
が
発
生
、
延
べ

九
十
人
の
活
動
に
よ
り
十
八
人
を
救
助
し
ま

し
た
。 

町別火災発生状況 

 
 

【救助】 

 

　45

 

 
 
 

平
成
十
九
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
二

十
四
件
で
、
前
年
に
比
べ
八
件
減
少
し
ま

し
た
。
特
に
、
建
物
火
災
が
七
件
減
少
の

十
七
件
と
な
り
、
焼
損
面
積
、
損
害
額
と

も
そ
れ
に
伴
い
減
少
し
ま
し
た
。 

火
災
が
多
く
発
生
し
た
月
は
八
月
、
十

二
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
件
で
し
た
。
ま
た
、

時
間
帯
別
で
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
の
間
に
全
体
の
約
七
割
と
な
る
十
七

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

原
因
別
で
は
、『
こ
ん
ろ
』、『
配
線
器
具
』、

『
放
火
・
放
火
の
疑
い
』
が
各
三
件
、『
か

ま
ど
』、『
ス
ト
ー
ブ
』、『
灯
火
』、『
た
き

火
』
が
各
二
件
、
調
査
中
を
含
み
そ
の
ほ

か
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
七
件
で
、
『
こ

ん
ろ
』
や
『
配
線
器
具
』
な
ど
身
の
ま
わ

り
に
あ
る
器
具
な
ど
を
正
し
く
取
り
扱
う

こ
と
が
火
災
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
一
般
住

宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
に
つ
い
て
も
、
早
期

に
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
、
安
全
に
避
難

す
る
こ
と
で
死
傷
者
を
減
ら
せ
る
こ
と
か

ら
、
一
日
も
早
い
市
内
の
全
住
宅
へ
の
設

置
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

建 

物 

林 

野 

車 

両 

船 

舶 

そ 
の 
他 

全 
焼 

半 
焼 

部 
分 
焼 

ぼ 
や 

 峰山町 4 2 2 2 1,571
 大宮町 4 4 1 1 2 289
 網野町 5 5 1 2 2 4,658
 丹後町 3 1 1 1 3 1 1 12,025
 弥栄町 2 1 1 1 1,625
久美浜町 6 4 1 1 2 3 14,098
 合　計 24 17 0 2 1 4 6 3 4 9 34,266

損 害 見 積 
額 （千円）

件数 

火災種別 焼損棟数 

 

 

火災原因 

 ３件 配線器具 

こんろ  ３件 
※ 

※ 
　ガスこんろ、電気こんろなど　 

 放火・放火の疑い  ３件 

  13件 そのほか 

ストーブ  ２件 

件 

住宅火災による死亡原因の７割が「逃げ遅れ」
によるものです。京丹後市火災予防条例に基づ
き設置をお願いします。 

新規住宅は平成18年6月から 新規住宅は平成18年6月から 

すべての住宅に必要です 

悪質な訪問販売などには、十分にご
注意ください。 

住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 

既存住宅は平成23年6月までに 既存住宅は平成既存住宅は平成23年6月までに 

北丹後大震災発生から80年目を迎えた昨年は、京丹後市を会場に大規模な京
都府総合防災訓練が行われました。近年日本各地で地震が頻発するなか、能登半
島地震や新潟中越沖地震の発生は記憶に新しいところですが、ここ京丹後市にお
いてもこうした大規模災害発生に備え、しっかりとした対策が求められるところ
です。 
消防本部といたしましても、より多くの市民のかたに幅広く防火・防災に関心

をもっていただけるよう、住宅用火災警報器の普及をはじめとした住宅防火対策
の推進や一昨年から制度化した「救マーク」制度のさらなる普及などを基本施策
とし、関係機関との一層の連携強化を図りながら市民の真の「安全・安心」を守
るため、一丸となって取り組んでまいります。 

堂田 孝二 

消防長 

身
近
な
出
火
原
因 【火災】 

24　件 

消防統計２００７ 

 

火災・救急・救助 

総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119

119 119 

平成20年4月 平成20年4月 

消
防
の
広
場 

消
防
の
広
場 




